
●違法駐車防止街頭啓発キャンペーンの実施について 
 

札幌市では、快適な都心を実現するため、改正道路交通法の施行（６月１日）を前に、その内容

を市民に分かりやすく伝えるとともに、違法駐車による弊害や違法駐車防止の必要性を訴えるため、

５月25日に都心部で「違法駐車防止街頭啓発キャンペーン」を実施します。 

このキャンペーンは、市民に関心を持ってもらいやすいよう、６月に開催されるワールドカップ

にちなんで、サッカーを題材に展開。 

強く印象に残るように、サッカーの審判員を模したユニホームを着た啓発員をキャンペーンリー

ダーとして、地元の商業者、町内会、駐車場事業者、運輸団体、関係行政機関等が参加し、日本一

違法駐車がない街を目指して違法駐車防止を呼び掛けます。 

また、使い勝手の良い駐車場マップを作製して配布するほか、このキャンペーンを皮切りに、７

月までの間、啓発員がプラカードを掲げて都心部を集中的に巡回し、「違法駐車はレッドカード！」

などのキャッチフレーズを市民に発信していきます。 

 

１ 実施概要 

(1) 開催日 

 平成18年５月25日（木） 

 (2) プログラム 

【キックオフイベント】  9:00～9:20   大通公園６丁目屋外ステージ 

  総勢約70人の参加者が一堂に会しての出陣式。 

市長や渡辺 政則中央警察署長のあいさつの後、市長と啓発員９人が「目指せ！日本一違

法駐車の無い街！」といった内容の決起宣言を行います。 

応援ゲストとしてコンサドーレ札幌のマスコットキャラクター「ドーレ君」も参加します。 

【街頭啓発キャンペーン】  9:30～10:30   都心部街頭（北５条～南４条のエリア） 

  参加者が６グループに分かれ、駐車場マップを駐車車両等に配布していきます。 

(3) 参加者  

都心の商業者、町内会、駐車場事業者、運輸団体、関係行政機関、啓発員等 

 

２ 啓発員の活動について 

 (1) サッカーの審判員を模したユニホームを着用し、記憶に残る印象的な啓発活動を展開 

(2) プラカードを掲げての街頭啓発を都心部で展開し、「守ってルール！違法駐車はレッドカー

ド！」「目指せ！日本一違法駐車の無い街！」というキャッチフレーズを広く市民へ発信 

(3) マスコミ各社の番組への出演なども積極的に展開 

 



３ 駐車場マップについて 

(1) 従来のマップをバージョンアップ 

＊ エリアを拡大し、札幌駅付近からススキノまで（北７条～南８条）をカバー 

＊ サイズを大きくするとともに、色分けに工夫するなど分かりやすさを重視したデザインに 

＊ 駐車可能台数や、営業時間、ＲＶ車の対応の有無、駐車場形態（立体・屋外等）を掲載 

＊ 道路交通法改正の内容なども掲載 

＊ 折りたたむと違法駐車車両に注意喚起する「レッドカード」に 

 (2) ３万部作製し、街頭啓発キャンペーンや、啓発員による街頭啓発時に配布するほか、６月上

旬から市本庁舎、各区役所でも配布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ：市民まちづくり局 企画部 

都心まちづくり推進室 吉田、伊関 

電話 ２１１－２６９２ 

 



 

 

別紙 出陣式平面図（ H18.5.25（木）、9:00～、大通公園６丁目屋外ステージ ） 

 

 



 

 

別紙 街頭啓発キャンペーン実施エリア図（ H18.5.25（木）、9:20～ ） 

 

 

 



【違法駐車防止啓発員ユニフォームイメージ図】 
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